
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会 

提案内容 

校名：「伊東小学校」とする。 

校歌：伊東尋常高等小学校（現西小学校）の校歌を継承する。 

校章：新たな校章を作成する。 

○提案の理由 伊東尋常高等小学校 
（伊東小学校） 

統合後の校名・校歌・校章について次のとおり提案し、ご意見をいただきました。 

第１回総務部会を令和３年７月２８日に開催しました。 

 

⑴ 校名・校歌・校章について 

・３校は元は一つの学校（伊東尋常高等小学校、通称「伊東

小学校」）であったこと。 

・伊東尋常高等小学校にて制定された校歌が現在は西小の校

歌として継承されていること。 

・新学校としてのスタートを新たな校章にて表現すること。 

東小・西小・旭小の学校統合について、現在、下記のとおり協議を進めておりますので、これま

での状況を皆様へお伝えさせていただきます。 

学校統合には、様々な課題が山積しており、一つ一つ解決に向けた協議が必要となりますが、伊

東市教育委員会では、統合に関する各種課題を協議・解決する場として、東小学校・西小学校・旭

小学校 統合地域協議会を立ち上げました。 

また、協議会の下部組織として３つの部会を設け、それぞれ担当する分野について協議を進めて

おります。 

西小 

１.組織図 

旭小 

1.総務部会 

統合地域 
協議会 2.PTA部会 

3.学校教育部会 

東小 

令和３年８月 

安全・安心な通学について 

校名（校歌、校章）・通学方法・通学支援  など 

学校生活・子どもたちのケアについて 

学校行事・事前交流・学校運営に関すること  など 

統合後の PTAについて 

PTA組織編制・活動内容  など 

委員２５人 

  VOL.1 伊東市 
教育委員会 

２.総務部会の状況 

保護者・地域の皆様へ 

新学校（R5～） 

第１回協議会を令和３年５月２７日に開催し、組織や担当分野を下記のとおりとしました。 

 

※ 協議会の議事録等はこちらから 

  確認できます。 

裏面へ 

※ 協議会委員は部会員を兼務とし、３校PTA代表、３校学区の地域代表、３校教職員代表で組織しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 
自宅付近から東小までの直線距離  

０～２ｋｍ ２～４ｋｍ ４ｋｍ～ ３校学区外 合計 

年中 ２４人 ７人 － － ３１人 

年長 ２１人 １０人 － １人 ３２人 

小１ ３２人 １２人 １人 ３人 ４８人 

小２ ２８人 １６人 － － ４４人 

小３ １７人 １１人 １人 － ２９人 

小４ ３８人 １４人 － ３人 ５５人 

協議会・各部会に関する問い合わせ  伊東市教育委員会  教育総務課（℡ 32-1912） 

○部会員意見（抜粋） 

・子どもたちが「西小の校歌が選ばれた」と思うのではなく、伊東尋常高等小学校の校歌が

継承されたと理解されるように周知を図ることができれば良いのではないかと思います。 

・伊東尋常高等小学校が３校に分かれ、また一つに戻るという考えは自然だと思います。 

・パブリックコメントや公募などで広く意見を募る、子どもたちや関係者皆で考えるなど、

決定に至る過程を配慮してはいかがかと思います。 

・校名と校章を同時に公募することは難しいと思いますが、２回に分けて公募を行うことは

スケジュールの観点から大丈夫でしょうか。 

⑵ 通学手段に関するアンケートの集計結果について 

令和５年度の統合時に統合後学校へ通うこととなる子どもたち（保護者）へ、スクールバスの

利用希望などのアンケートを実施しました。結果（一部抜粋）は次のとおりです。 

  スクールバス乗降希望者内訳（東小までの直線距離別） 

⑶ 自家用車送迎・通学路について 
自家用車送迎が増えることに対する対応として、学校敷地内の一方通行化や市役所用地の活用

について協議しました。通学路については、市が指定する通学路とは学校周辺の要件を満たす道

としていることや、保護者から整備の要望が多かった竹町交差点から東小までの国道について市

として通学路合同点検を行う予定であることを説明しました。 

注1：学年はR3時点 

注 2：実際の通学距離は道なりのた

め更に長くなります。 

注 3：今後の協議、検討によりスク

ールバス乗車と路線バス乗車に分

ける場合があり得ます。（例：学年、

距離などにより優先順位を設ける

など） 

○部会員意見（抜粋） 

・市役所の用地を活用することについては疑問に思います。学校の送迎は本来、学校校地内

で対応すべき事項ではないかと考えます。 

・一定の整備後でも校地内に送迎車両が通行することには不安を覚えます。安全を考慮する

と自家用車送迎を制限し、スクールバスの増便や通学路の安全整備などにより送迎以外の

通学者を増やす対応をお願いしたいです。 

・統合後の学校又はスクールバス乗降場所まで子どもたちが安全に歩いて行くことができる

ように通学路に指定し、整備するなど対応をお願いします。 

・通学の主流となる道は、学校統合を行うという責任を持って整備をお願いします。 

上記人数がスクールバス乗降を希望しています。（乗降場所候補地として「西小周辺」、「伊東

駅周辺」、「旭小周辺」、「競輪場周辺」の中から選択してもらいました。）今後、スクールバスの

導入・乗降場所・ダイヤ・運行ルートなどについて検討して協議を進めていきます。 

上記以外には学校教育部会にて３校の事前交流計画を検討中です。 
（詳細は準備が出来ましたらお伝えいたします。） 


